
令和６年度 事業報告 

 

「文化芸術で歓びと希望を感じるまちづくり」の運営理念のもと、入間市文化創造アト

リエの指定管理業務及び法人独自の事業を展開した。 

今年度は、コロナ禍で人々の文化芸術との関わりも大きく後退している状況を見据え、高齢

者には、もう一度文化施設に足を運んでもらえるように、こどもたちには、より多くの生の文

化芸術に触れてもらうとともに記憶に残る事業を実施してきた。 

また、「行きたくなる施設」「滞在したくなる施設」を目指し、文化芸術事業はもとより、カ

フェの開催や館庭の利活用など様々な企画に取り組んだ。結果として、来館者は前年の 3,975

人多い 46,538人となった。 

 

１．文化創造事業の概要 

事業実施に当たっては「プラン推進会議」で計画を共有し、「ひとづくり」「魅力づくり」

「芽づくり」「まちづくり」の各事業をディレクター、スタッフが協調して行った。事業計

画は、単年度ではなく長期的な視点に立ち運営方針に沿って立案している。 

 

 [指定管理における文化創造事業] 

事業計画は、市民の運営を基本とするアトリエ設置条例と運営方針に基づき、各分野の

ディレクターと事務局が企画立案し実施した。 

事業別については下記のとおりである。 

① 「ひとづくり」事業では、文化芸術に関心を持つ方、それを支えるスタッフなどを積

極的に育てていく企画を行っている。「クラシック音楽レクチャー」では、モーツァ

ルトについて武蔵野音高の生徒さんの演奏付きで学習した。「アート倶楽部」では古

墳について座学と現地(行田市)見聞を行った。受講者の学習意欲を感じた。その他、

将来のディレクター候補の発掘と育成、公演、イベントなどに当たって案内や誘導、

撤収作業など運営に関わるスタッフの育成を行った。 

② 「魅力づくり」事業では、「アミーゴライブ」「雅楽を楽しむ」「落語会」「夕涼みライ

ブ」「おいしい朝コンサート」など上質な文化芸術を鑑賞する機会を提供した。「朝コ

ンサート」は、テーブル席にプチモーニングで一日のスタートを楽しみ、好評であっ

た。染織工房は多くの市民が利用し、市民の文化活動に対する参加意欲の強さを感じ

た。織物体験は、ふるさと納税の返礼として 10 件ほどの申し込みがあった。 

③ 「芽づくり」事業では、「ドラマ工房」「子ども事業」などを実施した。「ドラマ工房」

は、公募市民で作る「劇団アミーゴ」の稽古を通し、公演を実施するものである。今

年度は、三月の本公演のほか扇小学校開校 50 周年の記念公演の依頼を受けるなど充

実した活動ができた。「子ども事業」では、「夏休み体験ひろば」でアート、音楽、工

作など文化体験を行った。そのほか地域のファミリーをターゲットに企画した「春の

こどもひろば」「夕涼み縁日」「ファミリーコンサート」は非常に好評であった。また、

ハロウィン、クリスマス関連事業も盛会で、こども事業は成果があったと感じた。 

 



④ 「まちづくり」事業では、「アートな春フェス(10 回目）」は晴天に恵まれ多くの来場

がありワークショップなどで賑わった。SDGｓを意識したアーティストの作品の展示

を行い興味を持っていただいた。「クラフトフェア(17 回目)」は二日間、天候に恵ま

れ、クラフト展を中心に文化芸術の秋にふさわしいコミュニティの場が創出できた。 

昨年開催した「糸ものがたり」で協力いただいた元平仙レース社員の皆さん 30 人

と当時の話を聞く「茶話会」を開催した。地域産業の歴史を通して地域愛を感じる時

間であった。住む地域に関心を寄せる傾向が強くなっている現状に、今後も身近で楽

しめる施設づくりを目指したい。 

 

[法人独自の事業] 

指定管理業務である文化創造事業のほか、長年培った事業ノウハウをもって、多くの

NPO 法人独自の事業を行った。 

パートナシップ事業では、所沢織物組合、飯能信用金庫、入間市観光協会、入間市図書

館西武分館、入間市農業振興課、西武鉄道などの団体とアミーゴの文化事業ノウハウを生

かしたイベントを行った。 

昨年オープンしたアミーゴカフェは、まだ土日のオープンであるが、来館者に非常に好

評で、今後も来館者のニーズに合わせたメニューやイベントを企画していきたい。その他、

地域活性化を図るために入間市ロケーションサービス推進事業の委託を受け、ドラマやＣ

Ｍなどの撮影の誘致、支援を行った。 

 

 

２．アトリエ施設管理事業（指定管理事業） 

①施設運営 

市民ニーズに対応した窓口サービスを心がけ、利便性を考えた貸館運営を行った。 

コロナ感染症が収束し利用が安定してきたが、夏場に連日の猛烈な暑さが続き、冷房設備

のないホール、ギャラリーを中心に夏の期間の利用が減少した。利用人数は、観光などで

の来館や館庭のアミーゴ事業が盛況であったことで前年比 3,975人増の利用があり、46,538

人となった。 

 

②見学等対応 

希望する団体に施設及び運営の説明紹介を行った。（小学校 9 校、団体 7） 

 

③修繕、清掃美化 

・来館者、利用者の安心安全の確保とアメニティー空間を確保するため、施設の修繕、清

掃美化に努めた。修繕では、ギャラリー西側出入り口の手摺り囲いの交換、館庭ベンチの

塗装、パティオのオーニングシートの交換等を行った。 

・ガーデンボランティア活動 

 館庭美化のため、ボランティアにより除草作業を月２回程度１０回行った。その他、個々

で都合をつけて除草作業を行うなどボランティアのご協力で、館庭の美化が図られた。各

回約 10 人の参加があった。昨年に続き、西武中学校の生徒さんがボランティア活動として

参加するなど活気ある活動ができた。 

 



３．広報活動 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ、Facebook、Instagram、X などによる情報提供を常時行った。 

・広報紙「赤いのこぎり屋根」を３回発行した。 

・事業チラシ、ﾐﾆｶﾞｲﾄﾞ(A5 版)を発行した。 

・アミーゴ近隣のロードマップを作成、配布した。 

・LINE お友達登録を開始した。 

＊このほか様々なメディア、雑誌に取り上げられた。 

 

４．各種会議の開催 

 総会、理事会、監査会、プラン推進会議を開催した。 

 

５．その他の活動 

①交流会の開催 

 会員、スタッフの親睦を図り、情報交換の場として交流会を２回（5/21、1/14）行った。

②研修会等の開催と参加 

文化創造事業及び施設管理運営の更なる向上を目指して、各種研修を行った。  

7 月 4 日 木 いわき芸術文化交流館アリオス副館長長野隆人氏との座談会 

9 月 3 日 火 防災訓練を行った。講師：久嶋浩二氏 

9月12日 木 
スタッフ研修会を実施した。紬の里、結城市を視察見学した。 

参加者 26 人。 

 

③ 学生・生徒ボランティアの受入れ 

〇大妻女子大学児童学科の学生をこども対象事業にボランティアとして受け入れた。 

 ・子ども工作室 ４人（7/28） 

 ・子どもアトリエ ４人（8/2） 

 ・子ども科学館・音楽館６人（8/3） 

 ・AMIGO！ハッピークリスマス 2024 ５人（12/7）、６人（12/8） 

 

〇西武中学校の生徒をボランティアとして受け入れた。 

 ・ガーデンボランティア  

   （5/19）5 人+教師 1 人、（６/7）7 人、（7/21）５人+教師、（9/8）11 人 

 ・子ども工作室（7/28）9 人 

 ・秋まつり（10/13）3 人、（10/14）2 人 

 ・ハッピークリスマス（12/7）4 人、（12/8）3 人 

 

〇黒須中学校の生徒をボランティアとして受け入れた。 

 ・秋まつり（10/13）２人、（10/14）１人 

 ・ハロウィーン（10/25）3 人+教師 1 人 

 ・ハッピークリスマス（12/8）４人 


